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機 器 ・設 備












































彦が委員長に就任 し,美術研究所1Fに ついて東京美術学校教授矢代幸雄,黒 田子




















































められ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・庶務室が置かれた。(昭 和25年8月29日
から適用)
同27年4月1日 東京文化財研究所組織規程(昭 和27年文化財保護委員会規則第4号)




















同年 了月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改il-.され(昭 和37年文化財保
護委員会規則第1,,,;),新たに保存科学部に修理技術{り1究室が置かれた



































































正 木 直 彦(昭 和5.6.28一 昭 和6.11.25)
矢 代 幸 雄(昭 和6.ll.25-N召和10.6.1)
村Ii日 英≡ 竹:GI召イ1110,6.1一口召不1111.6,22)




松 本 栄 ・(昭 和24,8.31一昭 和27.4.1)
矢 代 一Y雄(昭 和27.41一 昭 和28.11.1)
川 中 一 松(昭 和28.11.1一昭 杓140.4.1)
関 野 克(昭 和40.41一 現 在)
,
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区 分 47年 度 48i度
指 定 職 1 1
所 長 1 1
行 政 職(一う 13 13
課 長 1 1
課 長 補 佐 1 1
係 長 2 2
専 門 職 3 3
主 任 1 1
一 般 職 員 5 5
行 政 職 〔ゴ 1 0
技能・労務職員 1 0
研 究 職 31 34
部長等研究員 9 10
室長等研究員 9 12
研 究 員 13 12
合 計 46 48
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なお,建 物の面積 ・構造等は,次 のとおりである。














一 冒 冒 一


















































































m土 地 ・建 物


















































































庶 務 課 ・保 存 科 学 部(実 験室)
?
?




















































































一般研究 奨励研究 総合研究 合 計




































研 究 者 金 額
宮 次 男
丁:11
三 隅 治 雄 530
上 野 ア キ 1,000
柳 沢 孝 1,UOO
見 城 敏 子 200
中 村 茂 子
河 野 元 昭










一 般 研 究
C
一 般 研 究
C
一 般 研 究
D
奨 励 研 究
R
奨 励 研 究
A
総 合 研 究
A
}J
一1研 究 活 動
V研 究活動及び事業
{1)蔓 術 部
美備部は日本 ・東洋の古美術,日 本の近代 ・現代美術とこれ らに関連のある西洋美
術についての基礎的調査と専門的研究を行ない,その成果を公表するとともに,美術
に関する研究資料を作成,収 集,整 理 し,これらの資料を一般研究者の利用にも供し,
X術史学研究における資料センターの役割 も果している。現在3室 に分かれ,古 美術
関係は節一研究室,近 代 ・現代 ・西洋美術は第二研究室,資料関係は資料室が担当す
る,,
調査研究は美術部3室所属研究員の専門領域を中心として実証的に進められている


























の様式展開に関する研究」(総合研究A,代 表猪川F.任研究官他7名)が 着手 され,
課題の11～12　lr紀の彫刻,絵 画の基準作I」nnの調査,撮 影,及 び歴史的背景を究明する
文献資料等の収集整理を行い,各 分野の研究者との交流,研 究会を行 った。また,同








各研究員の調査研究及び2～3名 の共同研究,ま た,他機関,人学 における科学研
究費総合研究への参加については,各 自の調査活動の項,(B},(C},科学研究費題目(E}























































「法躯継絵の研究」の課題で文部省科学研究費(一 般研究B)の 交付を うけ
た。(共 同研究)
〔皿〕肖像u>>iの研究














〔1〕近fL初期染織品の研究 一 上杉神社その他所蔵の服飾類,名 物裂系外来裂等の
調査を通して 一
〔1[」小袖の研究 一 形態 ・模様の様式 と技法 ・用布の地質等調査 し,変aを 考究す
る一
〔Ⅲ〕伝統的染織技術の調査 ・研究 一 現代に伝わる技術の調査を通して,過 去の染
織技術を考察する 一










































































































49年1月 には,神 奈川県芦名 の浄楽寺 の諸像の再調査 を不動 明王胎 内銘札
を中心 として行 う。 これは科学研 究費による研究の一部である。
同3月 には,:F葉県 八 日市場 市の長徳寺不 動明王 像(正 嘉元年銘)及 び還











㈲ 絵を伴う法解経の写本 ・版本のll楓書体が一般の写経とどれだけ相異 しそ
の特徴が何に起因するかを考察した。



















本年度は科学研究質(一 般研究 ・B♪ 「法構経絵の研究」の交付をうけたので,こ
の課題による調査 ・研究を重点的に行った。調査対象をあげると次の通りである。
(1)法躯経見返絵 一大山祇神社蔵3種15巻,八梅神社蔵8巻,袴 通寺蔵9y,金 剛峯
寺蔵一品経28巻・中醇寺経7巻,木 興寺蔵2種18巻,唐招提 芋蔵10巻,百済寺蔵10
巻,頴川美術館蔵8巻,他




















研究題 目の中,特 に力を注いでいる 「近世初期染織品の研究」に関しては,上杉神
社蔵のL-.杉謙信 ・景勝所用と伝え られる服飾類中,武 装服飾の ド着類 ・頭巾 ・袴等の












〔1〕(1)9月いっぱい,奈良県立美術館で特に力を注いで開催 した 「特別展 ・明治
時代の彫刻 一 近代日本彫刻の胎動 一 」に協力指導を求められたこともあっ
て奈良に出張,殊 に前代以来この土地に住み,あ るいは明治初期に奈良に赴き,
わが伝統彫刻の新しい蘇生に努めた森川杜園や竹内久一,同時代の旭玉山,石







総合研究 「近代 日本美術における1910年代の研究」に参加,当 時代の代表的木
彫家である米原雲海や内藤伸の業績に関して,出身地である島根県所在の諸作
品と関係資料を実地調査 した。研究題目 〔II〕及び 〔皿〕に関しては,前年度
に引続き,調査並びに資料の蒐樂につとめた。
関 千代(主 任研究官)
〔1〕明治前半の美術史については,未 だ不明な点 も多いので,ウ ィーン万国博等を
はじめ,具休的資料0)探索を,国会図τ1;:館,公文Ill:館等においてすaめ た。その
4M'1果若 「の新資料を得られ,明 治前期美術についての著るしい 傾 向が認められ




(3)については,3月 旧久遡宮邸天井絵(前 田育邨他)の 調査。11)1.新潟県佐渡
所在i一Ⅲ麦倦資料の調査(佐 渡博物館 ・デッサン,ド絵類。神宮寺。iE覚坊等 。)
がある。











































研究費による 「狩野探幽の研究」(奨 励研究A)の 一一環として,大 徳寺塔頭玉林院
龍光院,孤蓬庵,徳禅寺において,探幽および探幽派の水墨障壁画を調査撮影,引 続
いて奈良 ・興福院の始興障壁画 も調査 した.49年1月,科学研究磯 「江戸時代絵画に
おける中国画影響の研究」(代表理 ・辻惟雄東北大学助教授)の 研究分担者の一人と
して長崎調査に参加,3刀 には瑞巌寺,本 間 美術館などにおいて研究主題にそって資
料の収集に努めた。同刀,姫路城管理事務所において抱一一関係資料を調査した。
① 二著1尊②:論 文 ③:解 説
D主 要 研 究 業 績 ④:研 究 発表 ⑤1講 演 放 送⑥;そ の 他
fl召48.4～ll召49.3
岡 畏 三郎(美 術 部長)
① 藤 島武 二 「日本 の 名 画 」31講 談 社48・7
① 歌 川 広1貢 「fl本の 名 画 」12講,淡 社49・1
① 「北 斎 読本 挿 絵 築成 」2巻 ・5巻(編 集 ・解 説 一 共 著)美 術 出版 社48・3,10






































美 術 研 究28748・5
美 術研 究28848・7
柳 潭 孝(主 任研究官)
①仏教美術文献目録1960～1969年(共著)中 央公,論美術出版
③新国宝(両 部人経感ll}図)の思い出 芸術新潮281
③普賢酌蔵他5件(璽 月信成編 『諸家愛蔵日本仏教)き術秘宝』)三 彩社










































②平櫛川中 一 人と芸術 一 形象12
②荻原守衛 一 その生涯と芸術 一一(中)5美 術研究290




③ 「明治時代の彫刻」展に寄せて 奈良県立美術館 ・同展目録
③ベナンッオ ・クロチェッティ氏 と私 現代彫刻センター ・同展目録
③児玉幸雄 さんと私 日動サロン・同洋画個展目録
⑤明治時代の彫刻について 奈良県立美術館
⑥黒田清輝没後50年記念展に寄せて(座 淡会 ・隈元謙次郎 ら三氏と共に)
南日本新聞
⑥蓮田脩五郎展をみて 三彩309























⑥ ジ ャ コ モ ・マ ンズ ー と佐 藤 忠 良(座 談 会 ・司会) 三 彩31249・1
















坂 本 満(第 二 研 究 室)






① ゴ ヤ ・巨匠 の 世界(J.グ デ ィオ ール,神 吉 敬 三氏 と 分担 執筆,ゴ ヤの 版 画 担 当)
小学 館48・5
② 眼 鏡 箱 ・遠 近 法の 虚 と実 本 の 手 帖849・1















ミュー ゼ ァ ム268

























君波 ホ ー ル48・7
上野 アキ(主 任研究官)
②アスタナ出土の伏義女蝸図について(上)美 術研究292






σ 江 上 緩(資 料 室)
② 東 亜 文 様 ・意 匠 の源 流 と展 開4～11日 本 美術 」二芸415～421,42347・4～IU,12
④ ブ リア美 術 館 蔵の 六道 図 一1造 して そ の動 物 表 現 に つい て 一




東 京 セ ン トラル 美 術 館 ・中国 現代 絵 画 展 目録48・11
中 日新 聞48・11
河野 元昭(資 料室)



























































歌舞伎台帳 ・絵入り狂δ本 ・役者評判記 ・番付などによる';2:保期歌舞伎の研























琉球列島の うち沖縄 ・宮古 ・八重山に伝承される民俗芸能の実態調査と,そ



































宮本 瑞夫(演 劇研究室)研 究員(非)
機村舞台の研究のため,宮 城県名取郡秋保 ・埼玉県秩父市白久 ・愛知県北設楽郡田
峰などの近世劇舞台およびその芸能を調査q己録 した。
f:保期歌舞伎の研究のため,早 大演劇博物館 ・早大図書館 ・東京芸大図書館 ・実践
女/'人図蒔館 ・東大国文研究室 ・東京国立博物館 ・東洋文庫などで,主 として台帳 ・
役荷,呼判記などの調査 ・写貞撮影を行なった。
その他,「 歌舞伎評判記集成」 「義太夫年表近世編」の調査 ・編集に参加 した。ま
















松 本 雍(音 楽舞踊研究室)研 究員(非)
能の脚本史の研究のため,今年は修羅能を取 り上げ,特 に小段構成の分析 ・分類を











沖縄の民俗芸能については,本年度3回 にわたって現地調査を し,エイサー ・「」太
鼓 ・綱引 ・打花鼓 ・棒 ・獅子舞 ・組踊などについて撮影 ・録音を行なった。
民俗芸能の伝播交流については,鹿児島県川辺郡坊津町を中心とした薩摩半島南部
地帯の芸能を各種調査し,この地方における本州文化と南方琉球列島文化との交流の
様相を観察 した。また,長野県下伊那郡地方における獅r舞 の伝播 ・交流の調査研究
を行なった。
獅子舞については,神奈川県足柄 ド郡宮城野村 ・静岡県周智郡森町 ・愛知県南設楽
郡鳳来町 ・長野県飯田市 ・ド伊那郡高森町 ・上伊那郡中川村 ・辰野町 ・駒ケ根市等の
獅ア舞を調査 し,撮影録音を行なった。
その他,千 葉県館山市のみろく踊 ・長野県L伊川螺1辰野町の鉾立祭などの調査を行
ない,ま た例年の通り全国民俗芸能人会等催 し物の撮影 ・録音を行なった。
仲井幸二郎(郷 上芸能研究室)研 究員(非)
芸能の行なわれる場所の研究に関しては,そ の第1回 として 「境」についての論考










①:著 書②:論 文③:解 説












(3)秋元松代著 「菅江真澄」書評 「芸能 」16-249・2
宮 本 瑞 夫
(3)「万 有 百科 大 事典5・6」
(3)「学 芸 ドガ科'1喚1～3」
(s)お正月 の 行'∬
(4)輪読 「百合 着 大 臣野 守 鏡 五段 目」
④ 狂 、ゴ本 「歌 枕廻 国 西行 法 師 」(共 同)
(4)岩瀬 本 「役 者 人 鑑 」 の成 立
(4)再び 「役者 大鑑 」の成 立 につ い て
(5)口本文 化の 民 俗学 的 な と らえ 方
㈹ 「歌 舞 伎 評 判 記 集 成3・4」 供 同)





















































②神名帳 一 その性格 と構成 一
























能 楽 懇 談 会48・10
能 一研 究 と評 論 一48・12






日木文 化 研 究所 紀 要3349・1
南 局 史学 会48・5
練 馬 区 市民 講 座48・5
鹿 児 島県 立 文化 セ ンター48・7
金 沢県 立能学 堂48・10
文 化庁 文化 財 指 導 者講 習 会48・11





























どると規定されている。文化財自身の構造 ・強弱 ・安定等研究のため,力 学的試験を
行ない或はX線写真 ・r線写真等の特殊撮影を応用 している。又,文 化財の保存環境
に関し,採光 ・照明 ・温湿度等の文化財に及ぼす影響とその防止の研究を行ない,例





















蛍光X線 ・X線回折等による非破壊的分析での材質同定 ・X線 ・r線などの透視に
よる内部構造 ・欠陥などの解明等ほぽ常套的となった研究手段は引き続き必要ある毎
に利用し,個々の対象物の保存問題解決に役立てている。今年度は特に桂離宮の書院
建築をX線 により調査 した。大気汚染 ・屋内汚染の研究,文化財中の有機材質につい
ての研究も引続き行なっている。












































































森 八 郎(生 物研究室)(非)
〔1」文化財の虫害劣化に関する調査研究
文化財の虫害劣化の調査,す なわち,文化財を加害する昆虫の採樂とその種




















加曽利貝塚遺跡 ・中田古墳 ・虎塚古墳へは随時出張 して調査を行なった。地方博物館
設立に協力,熊 本県(6月),岩 手県(8月)に 趣いた。宮内庁よりの秀嘱により7
月,11刀各数 日に亘り,桂離宮書院建築のX線 透視を行なった。
● 江本 義理(化 学研究室長)


















石室未開口時の石室内の温湿度を測定 し,空気,土 壌を採取し,研究室に持ち帰 り,
赤外吸収スペ クトルで測定した。
門倉 武夫 〔化学研究室)










尻し後'Y'1経過 した内部聖気を分析 した(一 部受託)、又中田横穴古墳の内部環境につ
いて人室による内部空気汚染状況を調査した(受託)。







いて指導を行 った。その内訳は茨城県歴 史館,瀬 戸内海歴史民俗資料館,町 川市郷 卜
賓料館,岩F県 民会館および群馬の森美術館:rが調査対象である、,












昭和46年に入手 した新嫌蒸剤バイケン(フ ッ化サルフリル)の 協同研先で,微 生物
の殺菌効果を分担実施中。従来の市販の燃蒸剤より材質への影響の少ないこと,殺虫
効果,木 材への浸透性の優れていることが判明しているので,町fU郷土資料館におい






森 八 郎(生 物研究室)(非)
昭和48年度蟻L7L7緊急調査 事務連絡会議(文 化庁建造物ll果主催)に おいて,シ ロアリ
に関 し地方文化財担当者に講演 ・指導 した(48・5)。
当所において台湾高山族の民族資料の虫害調査及び燃蒸殺虫を行ない珍種マダラシ
ミを同定 した(48・7)。






主催)に おいて,建 造物の被覆燃蒸法に関し講演及 び実務指導を行なった(49・3)。
①:著 書② 二論文③:解 説







⑤ 保存 科 学 昭 和48年度 文 化 財 建 造 物 修 理 主 任 技 術 者 講 習会48・7
(5)文化 財 研 究 所 の 業 務 と鑑 定 第 四 回鑑 定 技 術 研 究会49・2











(4)文化財の材質研究 鑑定に関連 して 第四回鑑定技術研究会
⑤文化財の保存科学r1然 保護 ・文化財保護シンポジウム 日本科学者会議





























































② 町 田郷 土 資料 館 に お け るバ イケ ン煉 蒸(共 著)保 存 科学1249・3
④ 国 宝 重要 文 化 財逮 造物 の シ ロア リ被 害 の 緊急 調査(静 岡 県)(共 同 研 究 発 表)
日本応 用 動 物 昆 虫学 会 大 会48・4
⑤ シ ロア リの 話 慶 応i二学 会48・4
⑤ シロ ア リの基 礎 知 識 と蟻 害 調査 法 お よ び 防 除 対策














⑤ シロア リ 環境衛生センター講栂会
⑥紙本保存の手引(監 訳 ・共著)El本 博物館協会
⑥ シuYリ ペス トコン トロール4(日 本ペ ス トコントロール協会)
E不 斗学研究費題 目











































































てさらに科学的な材料,技 法の修復への応用,開 発のための臨床的な研究などか らな
















































































〔1〕 文化財修復技法(特 に装濱技術)の 調査研究と記録作成
〔II〕#1紙技法に関する研究













鉄に対し二 ・三の防錆剤cス プ レー)に つき長期間経過後の効果を観察 した。
浅草寺絵馬保存修復処置指導
丸木舟保存修復処置指導(県 立竜ヶ崎第1高校)木 彫彩色剥落どめ調査(増 上寺)





三重県津市古墳内の土に埋もれた押吊仏の保存処置(受 託研究)に 際して,伝 世現
存の押出仏資料および写真,文献の蒐築整理を行ない(488)処置作業時の参考に供
し,処槻終r時 の色合せ仕1:に際して美術的な立場からの検討を行なった。





を行なうべき猛 また処iは,岩 の亀裂接合にエポキシ樹脂グラウト工法,岩 表面の











置を行い,ア トリエに搬入後,処 置施コニ・ 「黒漆居木の強化処置」に関しては,PSNY
6による木質強化を行ない,可塑性入工木材,木 尿等による塗漆膜の補修を行った。
特別研究














第 …修復技術研究室に協力して,受 託研究三重県津rl∫出土の押出仏の保存処置 を
実施した。これは銅板がほとんど錆びて消滅 し,金箔のみ,ま たは痕跡だけになった









変形 して一部崩壊 したものをイノシアネー トの含浸強化,ア ラルダイ トSV426の充







拘紙技法としての箔拘紙製作、[程を金沢の箔打職r房 で調査 ・記録 した。(48・10)
D主 要研究業績(①:著iii②:論 文
送 ⑥:そ の他)













































































































で,銅 板は大方腐朽粉化し,鍍金のみ,土 に印象 された仏像の表面に付着





















































紀三井寺護国院 と観心寺の観音立像 猪川 和子
仲猷祖關 ・無逸克勤の来朝とその著賛作品 海老根聡郎
く研究資料〉















宇佐神宮の神輿障r絵 について 関口 正之
r平治物語」諸本中における平治物語絵巻の位蹴 宮 次 男
美術研究290,;昭和484F11月
〈1倫文〉
湘辺始興筆 「真写鳥類図巻」について(上)河 野 元昭
壕り原守衛(中)五 一その生涯と芸術一 中村傳 こ郎
萬 鐵五郎(五)一 生涯と芸術一 陰!ll鉄郎
美術研究291号 昭和49年1月
く論文〉
中部地方の古代銅像 久 野 健
渡辺始興筆 「真写鳥類図巻」について(下)河 野 元昭
1:杉家伝来鎧下着 ・着込み ・頭巾等四領二個 上
一伝上杉謙信 ・上杉景勝所用服飾類調査報告六 一 神谷 栄 チ
美術研究292-号昭和49年3月
く論文〉
アスタナ出土の伏義女蝸図について 「上)上 野 アキ
『鳥獣戯画』甲巻の復原 上野 憲示
く図版解説〉






各1flf})出版 し,昭和49年3月昭和48年版を刊行 した。内容は,毎 年1月 から12月ま
でのわが国美術界の活動 ・状勢を記録するもので,美術界年史 ・展覧会 ・物故棉略歴・
雑誌単行図]rii術文献目録等を収録している。所内研究員の調査,執 筆による。







































江本 義数 ・江本 義理

















樋 日 清 治 ・中lll力克
樋il清 治 ・中 里 寿 克



























































































































梁柵 美術研究所編 便利堂 同32
醍醐 与'`1重塔の壁画 高11i修編 占川弘文館 同34
'F安時代世俗画の研究 秋山光和著 同 同39
近代 日本美術の研究 隅元謙次郎著 人蔵省印刷局 昭和39




芸能の科学1一 芸能資料集1一 四世鶴i南 北作者年表
}等能の科学2一 芸能資料集2一 鮫の神楽台本集成
音盤目録皿































家と願主,作品の形制の関連について考察 した。また,藤 原時代の地方作の,材 質、
技法の異る諸作例をあげ,さ らに最近新発見の胎内1樹∫銘等の紹介を,ス ライ ドを用
いて行った。
2明 治宮殿杉戸絵について 関 千 代




















(3}脚本に見られる見得:江戸 ・大阪 ・世話 ・時代 ・歌舞伎十八番物等による比較
(4)見得ときまり:その性格の異同
⑤ 見得の分類:人 数 ・方向 ・姿勢 ・舞台状況による分類
(6)特殊な見得:石 投げの見得 ・不動の見得 ・元禄見得 ・その他





昭 和48年11刀171113.0(?一一16.15,1}{hk西洋 美術 館、1亭畦堂 に お い て 「舞楽 」 に 関 す る講
韻 と映 画0)会を 開 借 した,
1舞 楽lfliとその 遺品 修 復 技 術 部第 …修 復 技 術 研 究 室長 西 川杏 太 郎
1.舞 楽 の 源 流
朝鮮 半 島系 新 羅 楽,百 済 楽,高 麗楽
中 国 大陸 系 一llil'楽
南 方 系 度 羅 楽,林 邑 楽
北 方 系 一 渤 海 楽
な ど 舶来 の楽 舞 に 日本 在 来 の 楽 舞 一 久米 舞,楯 臥 舞,諸 県舞,筑 紫 舞 な どが 加
わ り,内 容 の 整理 が 行 わ れ,」 三朝 風 の 完成 形 態 が 作 り上 げ られ た と され る。
2.舞 楽 面遺 品 の盛 期 一 平 安 時代 ～ 鎌 倉前 期
3.舞 楽 の 地 方 普及 と舞 楽 面 の 遺 品
4.舞 楽 面 の形 の特 色(伎 楽面,能 面 との 比較)
5.舞 楽 面 の種 類(現 存 の もの)
きとく きとくこいくち ぱんこ な そ り
貴 徳 高 麗,右 貴 徳 鯉[]・ 番 子 高 麗,右 納 曽 利 高 麗,右
11,番 子2～62
ちきゆう







蘇 莫 者 唐 ・左 師f一 唐 ・ 左
りようおう あ ま
陵 王 唐,左 案 摩 唐,左
12
さんじゆ こおんじゆ
散 手 唐,左 胡 飲 酒 唐,左
11
げんじようらく しんとりそ
還 城 楽 唐,右 新 鳥 蘇
1
あやきり ごとくらい
綾 切 高 麗,右 胡 徳 楽
4
2.舞 楽 装 束 とそ の 遺 品
二 舞 楽 装 束 概 観
1イ)舞楽 装 束 の特 性
(司 左 右 の 別
(ハ)形態 上 の 種 類
常 装 束
蛮絵 装 束
禰 梢 装 束
三 舞 楽装 束 の遺 品
1イ)遺[]17料の 主 な もの
(司
古 鳥 蘇 高麗 右 進 宿 徳 高麗・右





二 の 舞 唐,左 秦 王 唐,左
24
さいそうろう ばとう
採 桑 老 唐,左 抜 頭 唐,左
11
たい しようとく

















(3)唐楽伴奏の舞曲構成 前奏曲 ・登場曲 ・間奏【111の各種。当曲と借用曲。退場曲
の各種。
69
¶〔4}高麗 楽伴 奏 の舞 曲構 成 同 上 。
(5)当曲の 構成 序 破 急等 につ いて
(6)無拍 節 曲 等の 合奏 法 序 吹 キ ・退 リ吹 キ ・追 イ吹 キ 。
(7)イi#1'1節曲 の拍 節法 延 拍 子 ・早 拍 子 ・只 拍子 。八 多良 拍 子 。
(81斑の 部 分 構造 出 手 ・乱 序 ・入 手 ・入 綾 ・詠 ・噺 。













目木演劇学会 ・東rr.('・1!楽学会 ・歌謡学会 ・中世文学会 ・近世文学会 ・日本民俗学会
等に研究員が参加し,交流を行なった。
保存科学部 ・修復技術部











































●Vl研 究 施 設 ・.設備
M研 究 施 設 ・設 備
1蔵 書
美 術 部
東洋古美術 近代 日本美術 西洋美術関係を主として,和漢(26669)洋l」芋(3545)
を合わせて,30,214冊,ほかに美術関係雑誌,売 立目録類及び拓本がある。
芸 能 部
雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸その他わが国の伝統芸能
の研究に必要な図井3,661冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・




試みたもの,修 理報告井,調 査報告ik,及び化学 ・物理 ・生物学部門の保存科学に
関連ある和洋rrtを合わせて1,612冊を収集している。
昭 和47・48年度 の 新蔵lll:数は 次 の とお りで あ る。
美 術 部 『 能 部 保 存科 学 部 ・修 復 技 術 部
区 分 一一　一　 計
和 漢lll:洋陛 旧漢 爵:洋117:和漢 書 洋 書















レコー ド・録音テープ・写真(8ミ リ・16ミリシネを含)等 による芸能資料を多数
そなえている。 レコー ドには毎年各製作会社から発売される伝統芸能関係レコードの
ほか1昭 和35年度文部省機関研究費によって購入 した安原コレクションレコード5,450
枚が含まれている。安原コレクションは,明治 ・大正 ・昭和三代にわたって刊 行され
た各種邦楽レコー ドを網羅 したもので,近代における邦楽の実態と変遷を知る上で貴





区 分 レ コ ー ド 録音テープ
シネ フ イル ム
写
8% 16%一
昭和47年度 5,815枚 1,650本 141本 3本 多










































































































説 明,目 的,性 能 等
o°～40°C20～90%
















































トガ イ ドカ ラ ー メ ー タ ー
赤外顕微鏡 他上記機械附属
5ka






































uKけられたもので,黒 Ⅲ清輝の油絵 ・素描 ・画架を陳列 している。
収蔵されているものは,油絵125点・素描170点・スケッチブック等若{一である。
これらは創、Z当時主として黒田家から寄贈 されたものであるが,そ の後,樺 山愛輔
黒川照イ、 田中良氏等からの寄贈もふ くまれており,随時陳列替を行なっている。毎
週木曜日午後1時か ら4時まで一般に無料公開している。陳列品の主なものは,「 知




節1条 本研究所の黒田戸爵記念室(以 下単に 「紀念室」という。)は,こ の規程に
よって 一般に公開する。
節2条 観覧は無料とする。







































所 属 官 職 名 氏 名 入所年月日
一
所 長 関 野 克 昭27.4.1
庶 務 課 課 長 鬼 山 光 義 45.4.1
課 長 補 佐 1工十嵐 春 雄 47.4.1
庶 携 係 係 長 羽 川 吉 一 is
文 部 事 務 官 松 本 多賀子 39.6.16
嘱 務 補 佐 員 斎 藤 靖 子 46.4.1
会 計 係 係 長 大 釜 一 也 37.1.16
}こ 任 本 村 伝 一 34.4.1
作 業 員 高 谷 た ま 39.4.1
1拝務 補 佐 員 根 本 久 美 子 48.3.22
〃 山 ド 房F 48.?.12
作 業 補 佐 員 大 塚il=.司 44.1.6
美 術 部 部 長 岡 畏 三 郎 20.5.15
主 任 研 究 官 ヒ 野 ア キ 17.11.3
〃 関 千 代 18.12.15
〃 柳 沢 孝 21.9.30
〃 Ⅲ 村 悦 子 22.6.16
〃 宮 次 男 30.9.1
〃 猪 川 和 子 22.6.27
〃 田 実 栄 子 23.3.31
第 一 研 究 室 室 長 久 野 健 20.5.31
文 部 技 官 関 口 正 之 42.2.1








第 二 研 究 室 陳
文
盗 料 室 室
文
芸 術 部
演 劇 研 究 室
肖:楽舞踊研究室
郷土芸能研究室
保 存 科 学 部
化 学 研 究 室













































































































































調査研究員(非) 森 八 郎 昭48.4.1
技 術 部 部 長 岩 崎 友 吉 勿.4.1
一修復技 術
究 室 室 長 西 川 杏太郎 48.7.1
文 部 技 官 中 里 寿 克 39.1.1
専 門 職 員 茂 木 曙 29.7.1
二修復技 術
究 室 室 長 樋 口(i'i治 37.11.1










一 　一 一 一
官職名 氏 名 在 職 期 間 備 堂
専 門 員 藤 江 金 治 昭20,&～48.4.1 退 職
文部'∬務官 中 ql友 予 39.7.～48.12.31 〃

































属 官 職 名 氏
所 長 '」ゴ 務 代 理 矢 代
所 長 川 中
室) 雇 (事務) 山 川
庁 務 補 助 員 長 沢
雑 仕 吉 野
〃 諸 星
臨 時 筆 生 藤 森







































研 究 所 文 部 技 官
第 ・研 究 室 文 部 技 官
部
第 二 研 究 室 文 部 技 官
第 一一研 究 室 技 術 員
資 料 室 文 部 技 官
資 料 室 技 術 員
第 一 研 究 室 文 部 技 官
第 二 研 究 室 技 術 員


































































































































































































料 室 文 部 技 官 小 沢 健 志 26.4^-36.3
一 研 究 室 長 熊 谷 宣 夫 19.10^-37.3
長 田 沢 坦 34.6～37.4
一 研 究 室 長 伊 東 卓 治 22.5～38.3
部 技 官(併 任) 米 沢 嘉 圃 27.10～40.5
〃 吉 川 逸 治 22.10^-40.5
〃 河 北 倫 明 28.4～40.5
一 研 究r長 隈 元 謙次郎 7.6～41.3
二 研 究r」1・.長 秋 山 光 和 21.10^-42.2
長 高 Ⅲ 修 27.12^-44.3
料 室 文 部 技 官 辻 惟 雄 37.6～46.5
一・研 究 室 文 部 技 官 ・戸 田 禎 佑 37.6～96.6
長 巾 川 千 咲 9.4～47.3
長(併 任) 加 藤 成 之 27.10^-32.6
務 補 助 員 新 井 範r 27.10^-34.10
長(併 任) ド 総 覚 三 33.1^-37.7
劇 研 究 室 文 部 技 官 k木 清r 34.9^-39.6
劇 研 究室研 究 員(」卜) 戸 部 銀 作 27.10^-41.3
楽舞踊研究室研究員(非) 岸 辺 成 雄 27.10～41.3
7L芸能研究室研究員(」卜) 池 田 弥三郎 27.10～41.3
劇 研 究 室研 究 員(JI`)石 川 百合チ 40.4～41.3
〃 阿 部 順 子 40.8^-43.9
楽舞踊研究室研究員(非) 山 路 興 造 42.4～44.3
時 筆 生 赤 岡 恒 子 26.4～29.7
務 補 助 員 橋 本 義 雄 28.10～32.7
理 技 術 研 究 室 長 毛 利 登 37.10～38.4
珊研 究 室研 究 員(非) 呉 屋 充 庸 29.4^-40.3
理 技 術 研 究 室 長 立 田 三 朗 37.10^-45.1




















Ⅲ 関 係 法 規

































































































る科学的,技 術的調査研究を行ない,及 びその結果の公表を行 なう。









員(以下 「定員令第1条定員」とい う。)及 び沖縄の復帰に伴う行政機関の職員の
定員に関する法律の適用の特別措置に関する政令(昭和47年政令第191号)第1条


























・助 渤 館等の機関別の定員について(昭 和44年5月26日文化庁長官裁定'和 8年41112日改正)(抄)
文部省定員細則(昭 和44年文沼≦省訓令第1nj」)第2項の規定に基づき,各国立博物
館,各国近代美術館および各国立文化財研究所の機関別の定 員を次のとお り定める。
機 関 定 員























第3条 の2文 部省設i法(昭 和24年法律 箪146号)第14条〔国立の学校jc〕及び








の規定中 「大学管理機関」とあるのは次の各号の区別に従 って読み替え,これ らの
機関の長及 びその職員をそれぞれ学長及び教員に準ずる者としてこれ らの規定を準
用するものとする。
… 法第4条 第1項 〔採用及び昇11二の選考〕については,国立学校設置法節3章 の
2に規定する機関の長及びその職員にあっては 「文部省令で定めるところにより
任命権者1,そ の他の機関の長及びその職員にあっては 「任命権者」





















第5条 部室長会議は原則として毎月1回 開催する。ただし緊急を要す る場合は,随
時聞儲することができる。
第6条 部f長会議に関する事務は,庶務課がこれにあたる。






第1条 この規程は,東51ミ国立文化財研究所(以 下 「研究所」という。)に おける受
託研究(外 部からの委託を受けて公務 として行なう研究で,これに要する経費を委
託者が負担するものをいう。)の 取扱いに関し必要な事項を定めるものとする。




























































3委 託者が国の機関,政 府関係機関または,地 方公共団体である場合は,第1項 第
3号および第5号 の条件は,これを付さないことができる。








2所 長は,受 託研究の受入れを決定 したときは,そ の旨委託者および研究所契約担
当職員に通知するものとする。






















受 託 研 究 申 込 書
東京国立文化財研究所長 殿
住 所
氏 名(名 称 ・代表者)





















































頁 行 誤 正
● ●
15 下 か ら5行 目 庶 務 室 庶 務 課
.. ● ● ● ●
30 下 か ら4行 目 ミューゼ ァ ム268 268
● ●
35 上か ら2行 目 民謡歌誌集成 民謡歌詞集成
■ ●
42 上か ら12行目 城敏子 見城敏子
● ●
56 下か ら6行 目 押出伝を 押出仏を
